
国
会
事
項

人
事
異
動

平成™™年˜—月�日 水曜日 第œ›˜˜号官 報
〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
百
三
十
九
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
六
日

東
北
地
方
整
備
局
長

青
山

俊
行

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

四
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

郡
山
市
若
葉
町
三
〇
二
番
三
か
ら
同
市
若
葉
町
三
〇
二
番
一

ま
で

前後

二
四
・
八
〇
〜
二
七
・
〇
〇

二
四
・
八
〇
〜
三
四
・
二
〇

〇
・
〇
三
四

〇
・
〇
三
四

a

図
面
縦
覧
場
所

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
郡
山
国
道
事
務
所

慢
性
的
な
水
不
足
に
よ
り
農
業
の
生
産
性
の
向
上

が
阻
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
岩
木
川
流

域
の
洪
水
被
害
の
軽
減
、
渇
水
時
に
お
け
る
流
水

の
正
常
な
機
能
の
維
持
、
水
道
用
水
、
工
業
用
水

及
び
か
ん
が
い
用
水
の
確
保
並
び
に
電
力
供
給
の

た
め
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
本
件
事
業
を
施
行
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
弘
前
市
長
を
会
長
と
す
る
津
軽
ダ
ム
建

設
促
進
期
成
同
盟
会
よ
り
、
本
件
事
業
の
早
期
完

成
に
関
す
る
強
い
要
望
が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行

す
る
必
要
性
は
高
い
と
認
め
ら
れ
る
。

]
起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合

理
性本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事

業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
す
べ
て
本
件
事
業
の

用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
、

そ
れ
以
外
の
範
囲
は
使
用
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
収
用
又
は
使
用
の
範
囲
の
別
に
つ
い
て
も
合

理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
及
び
漁
業
権

を
収
用
し
、
又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
2
0条
第
４
号
の
要
件
を

充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５
結
論
以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
各
号

の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

第
５

法
第

2
6条
の
２
第
２
項
及
び
第

1
3
8条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
第
2
6条
の
２
第
２
項
の
規

定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所
青
森
県
中
津
軽
郡
西

目
屋
村
役
場

第
６
収
用
又
は
使
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
て
い
る
起
業

地
青
森
県
中
津
軽
郡
西
目
屋
村
大
字
砂
子
瀬
字
鬼

川
辺
並
び
に
大
字
川
原
平
字
大
沢
、
字
宮
元
、
字
福

岡
、
字
大
川
添
、
字
大
川
添
地
先
国
有
林
野
及
び
字

川
原
沢
地
内

衆

議

院

質
問
書
提
出

十
月
四
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

菅

人
内
閣
に
お
け
る
内
閣
官
房
機
密
費
に
係
る
国
民

へ
の
説
明
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書（
浅
野
貴
博
提
出
）

国
に
よ
る
並
行
在
来
線
へ
の
財
政
支
援
に
関
す
る
質
問

主
意
書
（
木
村
太
郎
提
出
）

中
国
漁
船
に
よ
る
公
務
執
行
妨
害
等
被
疑
事
件
に
つ
い

て
九
月
二
十
四
日
に
那
覇
地
検
が
行
っ
た
記
者
会
見
の

内
容
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
高
市
早
苗
提
出
）

中
国
人
船
長
の
釈
放
方
針
決
定
に
至
る
経
緯
と
法
務
大

臣
の
指
揮
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書（
高
市
早
苗
提
出
）

参

議

院

質
問
主
意
書
提
出

十
月
四
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ

た
。米

軍
艦
船
の
民
間
港
入
港
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
糸

数
慶
子
提
出
）（
第
四
号
）

不
発
弾
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書（
糸
数
慶
子
提
出
）

（
第
五
号
）

生
物
多
様
性
条
約
第
一
〇
回
締
約
国
会
議
に
関
す
る
質

問
主
意
書
（
糸
数
慶
子
提
出
）（
第
六
号
）

ク
ラ
ス
タ
ー
弾
禁
止
条
約
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
糸

数
慶
子
提
出
）（
第
七
号
）

垂
直
離
着
陸
機
Ｍ
Ｖ
二
二
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
に
関
す

る
質
問
主
意
書
（
糸
数
慶
子
提
出
）（
第
八
号
）

尖
閣
諸
島
の
表
記
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
佐
藤
正
久

提
出
）（
第
九
号
）

中
国
人
船
長
帰
国
に
際
し
て
の
中
国
政
府
チ
ャ
ー
タ
ー

機
の
石
垣
空
港
使
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
佐
藤
正

久
提
出
）（
第
一
〇
号
）

無
害
通
航
権
と
非
核
三
原
則
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
佐
藤
正
久
提
出
）（
第
一
一
号
）

民
主
党
政
権
に
よ
る
産
業
革
新
機
構
の
不
十
分
な
活
用

状
況
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
浜
田
昌
良
提
出
）（
第
一

二
号
）

民
主
党
政
権
に
よ
る
企
業
再
生
支
援
機
構
の
不
十
分
な

活
用
状
況
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
浜
田
昌
良
提
出
）

（
第
一
三
号
）

内

閣

森

麻
依

法
務
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

内
田

優
香

外
務
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

鳥
居

徹
夫

文
部
科
学
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

石
原

憲
治

厚
生
労
働
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

岡
野

直
治

経
済
産
業
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

杉
岡

一
弘

国
土
交
通
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

玄
葉
み
ゆ
き

国
務
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

玄
葉
国
務
大
臣
附
を
命
ず
る

総
務
大
臣
秘
書
官

櫻
井

雅
彦

法
務
大
臣
秘
書
官

小
野

邦
英

外
務
大
臣
秘
書
官

本
庄

知
史

文
部
科
学
大
臣
秘
書
官

神
原

淑
子

厚
生
労
働
大
臣
秘
書
官

梶

護

農
林
水
産
大
臣
秘
書
官

山
田

勝
彦

経
済
産
業
大
臣
秘
書
官

備
前

仁
志

国
土
交
通
大
臣
秘
書
官

中
原

淳

環
境
大
臣
秘
書
官

石
山

裕
康

国
務
大
臣
秘
書
官

村
上

太
一

同

œ

秀
夫

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
十
七
日
）

勝
木

一
郎

国
務
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

岡
崎
国
務
大
臣
附
を
命
ず
る
（
九
月
二
十
七
日
）

丸
山

勉

国
務
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

自
見
国
務
大
臣
附
を
命
ず
る

国
務
大
臣
秘
書
官

江
頭

清
輝

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る
（
以
上
九
月
三
十
日
）

竹
本

善
次

文
部
科
学
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

佐
藤
み
な
み

環
境
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

文
部
科
学
大
臣
秘
書
官

鳥
居

徹
夫

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る
（
以
上
十
月
一
日
）

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
三
号

水
路
業
務
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
号
）
第
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
路
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
六
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

一

水
路
測
量
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
住
所

海
上
保
安
庁
海
洋
情
報
部

東
京
都
中

央
区
築
地
五
丁
目
三
番
一
号

二

水
路
測
量
を
実
施
す
る
区
域
及
び
期
間

イ

区
域

北
緯
二
七
度
二
〇
分
東
経
一
四
〇
度
二
十
五
分
の

地
点
、
北
緯
二
七
度
二
〇
分
東
経
一
四
一
度
一
五
分

の
地
点
、
北
緯
二
六
度
五
五
分
東
経
一
四
一
度
一
五

分
の
地
点
、
北
緯
二
六
度
五
五
分
東
経
一
四
〇
度
二

五
分
の
地
点
を
順
次
に
結
ぶ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る

区
域
内

ロ

期
間

平
成
二
十
二
年
十
月
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
二
年

十
一
月
八
日
ま
で

三

水
路
測
量
等
の
実
施
方
法

衛
星
航
行
測
位
装
置
、

マ
ル
チ
ビ
ー
ム
音
響
測
深
機
等
に
よ
る
海
底
地
形
等
の

調
査

四

航
行
船
舶
に
対
す
る
安
全
措
置

イ

測
量
船
は
、
水
路
業
務
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十

五
年
運
輸
省
令
第
五
十
五
号
）
第
六
条
に
定
め
る
標

識
を
掲
揚

ロ

三
管
区
水
路
通
報
第
三
十
八
号
（
平
成
二
十
二
年

十
月
一
日
）
に
よ
り
通
報
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